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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文の目的はまず第 1 に，高齢者の就労対策を担ってきた二つの体系，つまり労働政策と老人
福祉の関係性について，わが国の社会政策学ではどのような位置づけがなされてきたか。さらにまた，
老人福祉の一環として取り組まれてきた就労施策（以下，老人福祉系列の就労）そのものがどのよう
に捉えられてきたかを学説的な観点から追究することにある。 
第 2に，上述の労働政策と老人福祉の関係性を題材として，70年代から 80年代にかけて生じた社
会政策論の大きな「転換」を描き出すことにある。以上の課題に対して筆者が着目したのは，労働政
策と老人福祉双方の性格を有する試みとして 1970年代に創設された高齢者事業団と一部の社会政策
学者の結びつきである。本論文は，大河内一男や氏原正治郎，さらには社会福祉学者である三浦文夫
と同事業団の結びつきにも着目し，高齢者問題に対する三者の取り組みをもとに，社会政策論の史的
展開を新たな角度から析出するものである。 
第 1 章では 1970 年代以降の大河内一男の取り組みとその所説に焦点を当てた。「労働政策」に収
斂した従来的な社会政策論と，対象領域の拡大を経て労働政策や社会保障だけでなく，保健衛生や教
育問題などをもカバーするようになった現代の社会政策論との接点を描き出そうとした場合，大河内
理論の「転換」と，転換後の「新しい社会政策論」の射程を正しく把握することが何よりも重要とな
ってくる。第 1章で明らかとなった大河内のスタンスを端的に述べると，「労働」を軸とした社会政
策論の再構築によって高齢者を就労と結びつけながらも，そうした高齢者の就労や生活領域の問題が
新たに「地域」を基盤として展開されるというものであった。大河内理論の「転換」に対して，従来
の理論との整合性を問う立場から，大河内による「労働力」説が破綻したと結論づけてきたこれまで
の研究とは一線を画した，大河内の新しい視座を以上から垣間見ることができよう。 
高齢者問題と社会政策の交錯点をさらに掘り下げるため，第 2 章で取り上げたのが氏原正治郎で
ある。労働力の価値貫徹の実現をとりわけ重視していた氏原であるが，社会参加や「生きがい」充足
を目的とした高齢期の「福祉労働政策」に加え，青壮年労働者の就労にも以上で述べた社会参加や「生
きがい」といった側面があると主張するようになるなど，その晩年の所説からは「労働」の概念が大
きく変化していたことを確認できる。さらに，引退過程・引退後の高齢者の社会福祉・文化事業・社
会教育活動の必要性をコミュニティの再構築・再編成の観点から主張し，それらの基盤を整備する「新
しい福祉政策」をも提唱するに至る。氏原の「新しい社会政策」に関するビジョンは，氏原自身が言
明していないこともあってこれまで十分に論究されてこなかったが，こうした福祉政策の位置づけに
加えて，社会保障の重要性を主張するようになるなど，その所説からは大河内と同様に社会政策の「転
換」の萌芽を読み取れる。 
労働政策から老人福祉への接近の過程に着目した第 1 章，第 2 章に対して，第 3 章では社会政策
の領域において十分に光が当てられてこなかった老人福祉系列の就労の歴史的変遷に焦点を当てた。
老人福祉系列の就労は初期の段階において，「生活保障の確保」と密接に結びついていたが，社会福
祉の大きな転換を受ける形で老人福祉もまた 1970年代に一つの転機を迎え，新たな理論的枠組みが
模索されることになる。これを就労問題にひきつけてみるならば，たとえば「社会的市場」の論理に
もとづく新たな役割が三浦文夫によって提起された。注目すべきは，その三浦の議論が「労働」と「福
祉」双方の性質を有する高齢者事業団を基盤として展開されるという点にある。こうした「労働」と
「福祉」を総合した新たな高齢者就労の構想は三浦だけでなく，第 1 章，第 2 章で取り上げた大河
内・氏原の所説からも読み取っていける。労働政策と老人福祉，ひいては社会政策と社会福祉（社会
事業）がどのように結びつくかといった，社会政策論研究史上極めて重要な論点もまた高齢者事業団
を通じてみえてこよう。 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 まず、本論文において評価すべき点を記しておこう。 
 第 1 は、日本の社会政策論をリードしてきた大河内と氏原の晩年に注目し、彼らの「新しい社会
政策論」の萌芽がどのような状況で形成され、それがその後にどういった影響を及ぼすことになった
のかを丹念に掘り起こしたことである。大河内が晩年転回を遂げたことはよく知られているが、その
プロセスの詳細については決して明らかにされていなかった。その重要な契機のひとつが高齢者雇用
の領域であったことは、本論文から十分読み取ることができる。また、研究史的にみて氏原の晩年へ
の言及も極めて少ないが、氏原においても「新しい社会政策論」へのアプローチが開始されていたこ
とを見出したことは、本論文のさらなる成果でもある。 
 第 2 は、老人福祉の分野で高齢者の就労問題がどのように取り扱われてきたのかに注目し、今や
ほとんど言及されなくなった孝橋の所説や、イギリスの社会福祉理論の影響を受けた三浦の「社会的
市場」論を取り上げて、老人福祉から労働過程への歩み寄りが生じ始めていたことを解明したことで
あろう。先の大河内や氏原も地域やコミュ二ティに着目したが、三浦においても同じような論理が展
開されたことは、それまで分離されていた労働と福祉の融合といった現象が、ここにきて理論的にも
実践的にも行われたということになる。これを析出したのは、本論文の特筆すべき点である。 
 第 3 は、高齢者事業団の設立こそが、先に述べた大河内、氏原、三浦等の考えが合流する場を与
えたということについて、見事に描き出している点である。「生きがい」や「社会参加」を追求する
一方、必ずしも対価を求める労働ではないという形で高齢者の就労を提供する事業団のスタートこそ
は、まさにその後のシルバー人材センターに繋がる先駆的な試みであった。大河内や氏原らがその事
業団の会長に就任して、実際面でも大きなかかわりを持っていったことは、彼らの思い入れの強さを
物語っている。その意味で、70年代は高齢者雇用と社会政策論にとって非常に大きな転機であった。 
 他方、課題もある。その第 1 は、90 年代以降に広まる社会政策の新しい定義づけ（生活も含めた
広範囲を扱う）に大河内等らの「新しい社会政策論」がどこまで関連性を有したかである。大河内、
氏原とも 80年代に亡くなったので、それを検証することは困難かもしれないが、論理的に詰める余
地は残されている。第 2 は、福祉国家論との関係性である。日本では、70 年代から福祉国家への関
心が高まり、その起点をめぐる論争をはじめ福祉国家形成度等についての論点が提起されている。大
河内らが、福祉国家における社会政策の位相や、そこでの高齢者雇用のあり方について十分な論述を
していたとは思えないので、余計にその復元作業が必要になると思われる。第 3 は、政策的課題と
して若年者への影響に関してある。高齢者雇用の推進が若年者雇用の拡大と両立するのかについて、
さらなる掘り下げが必要である。 
 こうした課題が残されているとしても、本論文は大河内理論の転換を一方の軸としつつ、他方で高
齢者就労と高齢者福祉の関係をどのように捉えるべきかについて、社会政策論の視点から鋭く切り込
んだ作品として価値を有するだけでなく、その後の経緯を考察するうえで非常に多くの示唆を与える
内容となっている。また、労働と福祉の連携がなかなか取りがたいといわれるなかで、学説面、実行
面の有力なモデルとなるべき事例（事業団）を見事に引き出している。全体を飽きることなく読ませ
る变述力は高く評価されてよく、社会政策の研究史にも一石を投じる作品である。 
 なお、公聴会は 2012 年 12 月 4 日に行われた。申請者の報告そのもの、ならびに質疑応答は適切
なものであった。 
 本論文は、博士学位（課程博士）の授与に十分値する業績と判断する。 
 
